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ブラックダイヤと５つの物語

鉄
鋼
業
に
欠
か
せ
な
い

「
水
」を
送
る
ポ
ン
プ
室

　

遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
は
、
官
営

八
幡
製
鐵
所
の
施
設
と
し
て
、
明
治
43

（
１
９
１
０
）年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
製
鐵
所
の
鉄
鋼
業
は
国
が
進

め
る
近
代
化
の
柱
と
し
て
重
要
視
さ

れ
、
鉄
鋼
の
生
産
量
を
２
倍
に
す
る
計

画
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
欠
か

せ
な
い
の
が「
水
」。
そ
の
水
を
遠
賀
川

か
ら
製
鐵
所
ま
で
供
給
し
続
け
て
い
る

１
０
０
年
以
上
稼
働
す
る
ポ
ン
プ
室

【
中
間
市
】遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室

●
と
こ
ろ　
中
間
市
土
手
ノ
内

23施設で１つの世界遺産
　極めて短期間のうちに急速な
近代化を遂げた日本。その近代
化の過程を示す重要な産業遺産
群として、長崎県の端島炭坑（軍
艦島）や山口県の松下村塾など、
８県に点在する23施設が「明治
日本の産業革命遺産　製鉄・製
鋼、造船、石炭産業」として、世
界遺産に登録されました。

稼働施設の登録は日本初
　中間市の遠賀川水源地ポンプ
室は、その23の施設に含まれて
います。現在も稼働している施設
が世界遺産に登録されるのは、日
本では初めてのことです。

明治日本の産業革命遺産
製鉄・製鋼、造船、石炭産業

　
今
月
の
特
集
記
事
で
は
、
遠
賀
・
中
間
１
市
４
町
の
文
化
遺

産
を
紹
介
。
こ
の
地
域
が
日
本
の
近
代
化
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
き
た
の
か
を
伝
え
ま
す
。

　
黒
い
ダ
イ
ヤ
と
も
い
わ
れ
た
石
炭
。
か
つ
て
筑
豊
地
方
か
ら

遠
賀
・
中
間
地
域
に
か
け
て
は
、
石
炭
の
一
大
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
官
営
八
幡
製せ

い
て
つ
し
ょ

鐵
所
の
誘
致
」「
遠
賀
川
と
堀
川
の
水
運
の
盛

衰
」「
鉄
道
の
発
達
」と
い
う
私
た
ち
が
住
む
地
域
で
起
き
た
出

来
事
を
、
そ
の「
石
炭
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
結
び
付
け
、

５
つ
の
物
語
に
し
ま
し
た
。

江戸時代明治時代
1900 1890 1880 1870 1860

世界遺産に登録
平成27年７月５日

上）新日鐵住金㈱八幡製鐵所まで、毎日12万
トンの水を送っている鉄管道路

下）ヘイソーン・デビー社製の蒸気エンジン
ポンプ。ポンプの高さは地上５m、地下
２mにもなる

左）世界文化遺産に登録された構成資産の一
つ、遠賀川水源地ポンプ室（写真提供：
新日鐵住金㈱八幡製鐵所）
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遠賀・中間１市４町合同企画

の
が
、
こ
の
施
設
で
す
。

「
水
」と「
石
炭
」が

ポ
ン
プ
室
建
設
の
決
め
手

　

20
世
紀
初
頭
、
鉄
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
く
中
、
製
鐵
所
は
事
業
拡
大
を
目

指
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
必
須
だ
っ

た
の
が
、
大
量
の
水
の
確
保
で
し
た
。

　

そ
こ
で
水
源
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の

が
遠
賀
川
。
遠
賀
川
は
、
古
く
か
ら「
氾

濫
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
渇
水
す
る

こ
と
は
な
い
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
豊
か

な
水
量
を
誇
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
問
題
は
遠
賀
川
か
ら
製
鐵

所
ま
で
の
約
11
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及

ぶ
距
離
。
こ
れ
を
解
決
し
た
の
が
、
海

外
で
実
績
の
あ
っ
た
ヘ
イ
ソ
ー
ン
・
デ

ビ
ー
社
製（
イ
ギ
リ
ス
）の
蒸
気
エ
ン

ジ
ン
ポ
ン
プ
で
し
た
。
産
炭
地
で
あ
っ

た
中
間
市
に
は
、
そ
の
蒸
気
エ
ン
ジ
ン

ポ
ン
プ
を
動
か
す
た
め
に
必
要
な
石
炭

が
、
大
量
に
あ
り
ま
し
た
。

　
「
水
」と「
石
炭
」。
こ
の
２
つ
の
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、
中
間
市
で

の
ポ
ン
プ
室
建
設
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ダ
イ
ヤ
が
紡
ぐ

国
の
産
業
発
展
の
歴
史

　

筑
豊
地
方
や
遠
賀
・
中
間
地
域
で
産

出
さ
れ
た
石
炭
は
、
重
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
石
炭
は
、
遠
賀
川
や
堀
川
を
利
用
し

た「
水
運
」や
鉄
道
を
利
用
し
た「
陸
運
」

で
運
搬
さ
れ
、
国
の
産
業
発
展
の
礎
と

な
っ
た
の
で
す
。

大正時代昭和時代
1940 1930 1920 1910
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つ
な
ぐ
堀
川
ル
ー
ト
の
水
運
も
活
発
に

な
り
ま
す
。

水
運
の
主
力
は

芦
屋
町
の
川
ひ
ら
た

　

明
治
時
代
に
な
り
、
石
炭
産
業
が
発

達
す
る
と
、
遠
賀
川
・
堀
川
流
域
を
行

き
交
う
川
ひ
ら
た
は
ま
す
ま
す
増
え
ま

し
た
。

　
明
治
30（
１
８
９
７
）年
ご
ろ
に
は
遠

賀
川
流
域
の
川
ひ
ら
た
は
約
７
千
艘
を

数
え
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
が
遠
賀
郡

内
の
川
ひ
ら
た
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

芦
屋
町
の
川
ひ
ら
た
は
最
も
多
く
を
占

め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
石
炭
輸
送
の
役
割
は
、
大

量
に
早
く
輸
送
が
で
き
る
鉄
道
に
徐
々

に
移
っ
て
い
く
も
の
の
、
川
ひ
ら
た
で

の
輸
送
も
昭
和
時
代
初
期
ま
で
続
き
ま

し
た
。

　

現
存
す
る
川
ひ
ら
た
は
２
艘
だ
け
だ

と
い
わ
れ
、
芦
屋
町
中
央
公
民
館
と
県

立
折
尾
高
校（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）に

１
艘
ず
つ
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

浅
い
河
川
を
進
む
の
に

有
利
な
川
ひ
ら
た

　

川
ひ
ら
た
は
、
船
底
が
浅
く
平
ら
に

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
の
川
船
で
す
。

海
で
使
わ
れ
る
船
は
、
波
を
切
っ
て
進

む
た
め
船
底
が
三
角
形
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
浅
い
河
川
で
使
わ
れ
る

船
に
は
、
底
が
つ
か
え
な
い
こ
の
形
状

が
適
し
て
い
る
の
で
す
。

芦
屋
港
や
若
松
港
へ
の

石
炭
運
搬
で
活
躍

　

古
代
か
ら
重
要
な
港
で
あ
っ
た
芦
屋

町
は
、
川
ひ
ら
た
を
使
っ
た
水
運
業
で

も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
江
戸
時
代
後
期
以
降
、
筑
豊

炭
田
な
ど
の
石
炭
の
輸
送
手
段
と
し

て
、
川
ひ
ら
た
が
重
要
な
役
割
を
担
い

ま
す
。
川
ひ
ら
た
に
乗
せ
ら
れ
た
石
炭

は
、
遠
賀
川
を
下
っ
て
芦
屋
港
に
運
ば

れ
、
海
を
渡
る
沖
船
へ
と
積
み
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
若
松
港
か
ら
石
炭
を

積
み
出
す
た
め
、
遠
賀
川
と
洞
海
湾
を

遠
賀
川
を
行
き
交
っ
た
川
ひ
ら
た

筑
豊
炭
田
な
ど
の
石
炭
運
搬
に
使
わ
れ
た
川
ひ
ら
た
。
五
平
太
船
と
も
呼
ば
れ
、
最
盛

期
に
は
約
７
千
艘そ

う

の
船
が
遠
賀
川
や
堀
川
を
行
き
交
い
ま
し
た
。

上）芦屋町中央公民館に展示されている
現存する川ひらた。「ひらた船」という
名称で県指定文化財になっている

左）川ひらたを改造した船に乗り、芦屋見
物と船遊びをする香月町（現在の八幡
西区）の貝島大辻炭坑の職員

【
芦
屋
町
】川
ひ
ら
た

●
と
こ
ろ　
芦
屋
町
中
ノ
浜

ブラックダイヤと５つの物語

江戸時代明治時代
1900 1890 1880 1870 1860
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送
路
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
重
化
学
工
業
の

発
展
に
貢
献

　

石
炭
産
業
の
発
展
に
伴
い
、
堀
川
を

行
き
交
う
輸
送
船
は
急
速
に
増
加
。
明

治
時
代
に
な
る
と
輸
送
が
石
炭
採
掘
に

追
い
つ
か
な
く
な
り
、
明
治
24（
１
８

９
１
）年
に
は
、
若
松
～
直
方
間
に
開

通
し
た
筑
豊
興
業
鉄
道
で
の
輸
送
が
始

ま
り
ま
す
。

　
明
治
30（
１
８
９
７
）年
に
は
、
現
在

の
北
九
州
市
に
官
営
八
幡
製
鐵
所
が
誘

致
さ
れ
ま
し
た
。
製
鉄
に
必
要
な
石
炭

が
豊
富
に
あ
る
筑
豊
炭
田
が
控
え
、
水

運
や
鉄
道
で
の
高
い
輸
送
能
力
を
持
つ

立
地
が
注
目
さ
れ
て
の
こ
と
で
す
。

　

石
炭
輸
送
の
役
割
は
、
徐
々
に
鉄
道

に
移
っ
て
い
く
も
の
の
、
昭
和
時
代
初

期
ま
で
堀
川
の
水
運
は
活
躍
し
続
け
ま

し
た
。

　

江
戸
時
代
に
遠
賀
川
と
洞
海
湾
を
つ

な
い
だ
堀
川
。
そ
の
流
れ
は
、
日
本
の
重

化
学
工
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら

流
れ
続
け
る
運
河

　

堀
川
は
、
遠
賀
川
か
ら
分
か
れ
、
洞

海
湾
へ
注
ぐ
約
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
運

河
で
す
。
江
戸
時
代
初
期
に
遠
賀
川
洪

水
の
防
止
、
か
ん
が
い
用
水
の
確
保
、

物
資
の
流
通
を
目
的
と
し
て
開
削
が
計

画
さ
れ
ま
し
た
。

　

宝
暦
12（
１
７
６
２
）年
に
開
通
し
、

宝
暦
13（
１
７
６
３
）年
に
川
ひ
ら
た
が

堀
川
を
行
き
来
し
始
め
ま
す
。

石
炭
の
採
掘
が

変
え
た
役
割

　

当
初
は
、
１
日
平
均
５
艘そ

う

く
ら
い
の

船
が
、
藩
の
年
貢（
米
・
大
豆
）を
運
ん

で
い
る
程
度
で
し
た
が
、
特
産
物（
ハ

ゼ
の
実
・
ろ
う
・
菜
種
・
卵
）や
日
用

品
も
運
搬
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
半
に
、
筑
豊
の
遠
賀
川

流
域
で
石
炭
が
採
掘
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
若
松
ま
で
石
炭
を
積
み
出
す
輸

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
水
運

遠
賀
川
か
ら
洞
海
湾
ま
で
の
水
運
を
可
能
に
し
た
堀
川
は
、
地
域
の
石
炭
産
業
を
活
性

化
さ
せ
、
そ
れ
が
官
営
八
幡
製
鐵
所
の
誘
致
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

上）明治時代中期の水巻町吉田付近。堀
川に多くの川ひらたが付けられている

左）大正時代の河守神社前（水巻町吉田
東）の堀川。川ひらたが帆を揚げる
のは珍しい

【
水
巻
町
】堀
川

●
と
こ
ろ　
水
巻
町
吉
田
東
～
水
巻
町
吉
田
団
地

遠賀・中間１市４町合同企画

大正時代昭和時代
1940 1930 1920 1910
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ブラックダイヤと５つの物語

江戸時代明治時代
1900 1890 1880 1870 1860

越
え
て
赤
間
駅（
宗
像
市
）に
抜
け
て
い

た
の
で
す
。
急
勾
配
の
区
間
で
は
、
列

車
の
前
後
を
補
助
機
関
車
で
支
援
す
る

こ
と
で
、
何
と
か
通
過
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
城
山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、

勾
配
の
緩
い
路
線
へ
変
更
さ
れ
た
の
で

す
。

今
も
路
線
の
か
た
わ
ら
に

た
た
ず
む
美
し
い
橋
梁

　

そ
の
当
時
の
風
景
が
残
る
場
所
が
、

岡
垣
町
海
老
津
に
あ
る
赤
レ
ン
ガ
ア
ー

チ
で
す
。
現
在
の
路
線
が
で
き
る
前
の

旧
路
線
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
遠

賀
川
駅
～
赤
間
駅
間
が
開
通
し
た
と
き

に
、
ド
イ
ツ
人
技
師
が
イ
ギ
リ
ス
式
の

設
計
で
造
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
こ
ろ
の
橋
梁
に
は
、
簡
単
に
手

に
入
り
、
外
観
が
美
し
い
素
材
と
し
て
、

レ
ン
ガ
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

道
路
と
立
体
交
差
に
な
っ
て
い
た
レ
ン

ガ
造
り
の
美
し
い
ア
ー
チ
は
、
今
も
明

治
文
化
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

汽
車
は
海
岸
寄
り
を

走
る
予
定
だ
っ
た

　
石
炭
産
業
の
発
展
を
受
け
、
石
炭
輸
送

は
大
量
に
早
く
輸
送
で
き
る
鉄
道
へ
と

移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代

の
流
れ
を
受
け
、明
治
23（
１
８
９
０
）年�

に
遠
賀
川
駅
～
赤
間
駅
間
の
鉄
道
路
線

が
開
通
し
ま
す
。

　

初
め
の
予
定
で
は
、
現
在
よ
り
も
海

岸
寄
り
を
通
る
は
ず
だ
っ
た
こ
の
路

線
。
し
か
し
、
陸
軍
の
命
令
で
、
海
か

ら
攻
撃
さ
れ
に
く
い
位
置
へ
と
変
更
さ

れ
ま
す
。
こ
う
し
て
、
内
陸
部
に
遠
賀

川
駅
が
建
設
さ
れ
、
岡
垣
町
の
山
あ
い

を
抜
け
る
現
在
の
路
線
の
原
型
が
で
き

た
の
で
す
。

開
通
し
た
路
線
に
は

急
勾
配
の
難
所
が
あ
っ
た

　

実
は
、
こ
の
と
き
の
路
線
は
現
在
よ

り
も
南
側
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。
岡
垣

町
と
宗
像
市
の
境
界
に
あ
る
城
山
峠
を

旧
路
線
の
軌
跡
を
残
す
美
し
い
ア
ー
チ

遠
賀
郡
内
に
初
め
て
鉄
道
が
通
っ
た
明
治
時
代
後
期
。
そ
の
こ
ろ
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ

と
が
で
き
る
橋
き
ょ
う
り
ょ
う
梁
が
、
今
も
な
お
鉄
道
の
往
来
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

【
岡
垣
町
】赤
レ
ン
ガ
ア
ー
チ

上）美しいアーチを描く、レンガ造り
の橋梁（岡垣町指定文化財）

左）赤レンガアーチに代わり現在も鉄
道の往来を支えるレンガ造りのト
ンネル

●
と
こ
ろ　
岡
垣
町
海
老
津
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遠賀・中間１市４町合同企画

大正時代昭和時代
1940 1930 1920 1910

し
た
。

　

し
か
し
、
米
軍
芦
屋
基
地
へ
の
物
資

輸
送
な
ど
を
行
う
路
線
が
必
要
と
な
り
、

昭
和
22（
１
９
４
７
）年
に
再
び
遠
賀
川

駅
と
芦
屋
が
結
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、

国
鉄
芦
屋
線
で
す
。
昭
和
25（
１
９
５

０
）年
に
は
一
般
旅
客
を
乗
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
路
線
も
米
軍

芦
屋
基
地
が
返
還
さ
れ
た
昭
和
36（
１

９
６
１
）年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

今
も
残
る
廃
線
跡

追
憶
の
国
鉄
室
木
線

　

国
鉄
室
木
線
は
、
明
治
41（
１
９
０

８
）年
か
ら
昭
和
60（
１
９
８
５
）年
ま

で
、
遠
賀
川
駅
か
ら
鞍
手
町
の
室
木
駅

ま
で
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

　

石
炭
運
搬
の
役
割
を
終
え
た
後
も
、

通
勤
や
通
学
に
利
用
さ
れ
、
新
幹
線
建

設
の
た
め
の
資
材
を
運
搬
す
る
路
線
と

し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。
今
で
も
、
遠

賀
川
駅
付
近
で
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
姿
を
残
す
廃
線
跡
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

遠
賀
町
誕
生
に
強
い
影
響
を

与
え
た
石
炭
産
業

　

明
治
時
代
初
期
か
ら
日
本
の
産
業
発

展
に
貢
献
し
て
き
た
筑
豊
炭
田
。
そ
の

石
炭
産
業
の
黄
金
時
代
に
遠
賀
川
駅
は

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

遠
賀
川
駅
は
、
国
鉄
室
木
線
な
ど
石

炭
運
搬
を
主
な
目
的
と
す
る
路
線
が
接

続
す
る
基
幹
駅
だ
っ
た
の
で
す
。

　

石
炭
産
業
の
発
展
と
鉄
道
開
通
で
の

人
口
の
急
激
な
増
加
は
、
遠
賀
村
か
ら

の
町
制
施
行
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

開
通
と
廃
止
を
繰
り
返
し
た

芦
屋
と
の
路
線

　

遠
賀
川
駅
か
ら
芦
屋
ま
で
を
つ
な
い

だ
の
が
、
芦
屋
軽
便
鉄
道
の
路
線
で
す
。

大
正
４（
１
９
１
５
）年
に
開
業
し
た
芦

屋
軽
便
鉄
道
で
し
た
が
、
芦
屋
港
か
ら

若
松
港
へ
と
石
炭
積
み
出
し
の
主
力
基

地
の
役
割
が
移
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
石

炭
運
搬
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、

昭
和
６（
１
９
３
１
）年
に
廃
止
さ
れ
ま

石
炭
産
業
と
共
に
歩
ん
だ
基
幹
駅

石
炭
産
業
の
黄
金
時
代
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
遠
賀
川
駅
。

基
幹
駅
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
路
線
を
つ
な
げ
て
い
た
の
で
す
。

上）遠賀川駅を発着していた8620 形
の蒸気機関車。活躍していた当
時の姿のまま遠賀総合運動公園
に展示されている

左）手前の橋梁が室木線跡。奥は鹿
児島本線下り

【
遠
賀
町
】遠
賀
川
駅

●
と
こ
ろ　
遠
賀
町
遠
賀
川
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岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

 
 
 
 
 
 
 

 

７年９月 日号～１１月２５日号 おとぎ用

 

岡垣住民の方 町より 円補助あります

  岡垣町東松原１丁目１－１０
  

 ～より一層家庭的な保育をめざします！～

 

 

 

ヶ月～ 才

自園給食（アレルギー食・離乳食対応）

時 分～ 時

 

ＦＡＸ・ＴＥＬ ０９３－２８３－０３３０

 

✿ 　　　　　　　✿

✿

✿

★乳幼児施設★ 随時入園できます！

笑顔あふれる演芸会
2/18　戸切校区コミュニティ　演芸会

　地域に住む人が親睦を深めるために催された演芸会には、
同校区に住む105人が集まりました。ステージでは、地域の
芸達者の皆さんが銭太鼓や舞踊を披露。
カラオケや合唱では「みんなで歌うと学生
だったころを思い出す」と出演者と一緒に
歌う人の姿も見られました。演芸会の最後
には、皆さん笑顔を浮かべながら岡垣音
頭や炭坑節を踊っていました。

　子どもたちに公共交通機関の便利さを体験し、今後も多
く利用してもらおうと、内浦校区コミュニティと内浦小学校
が共同で催しました。子どもたちは学校行事がある吉木小
学校や岡垣中学校までの道のりをバスに乗って移動。途
中高齢者に優しく声をかけ、席を譲る姿も見られました。
　乗車体験を終えた子どもたちは「とても楽しかったです」
「今度バスで出かけるときのためのいい経験になりました」
と話してくれました。

バスってとても便利だね
2/3・12　内浦小学校６年生がバス乗車体験

松原を守るのは、みんなのチカラ。
2/7　三里松原で松葉かき

　昨年の12月に続いて行われた松葉かきには、あいにくの天気
にも関わらず、約150人のボランティアが松原に集まりました。
　参加者は、約2時間かけて、長年積もった松葉やコケを取り
除き、松が育ちやすい環境を整えました。参加した人からは「町
のかけがえのない財産を絶やさないためにも、来年も参加したい
と思います」という声が聞かれました。
　また、松葉かきの後には、三里松原の保全に取り組んでいる「三
里松原を愛し守る会」の皆さんが、松原内を案内する回遊ツアー
を催しました。
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広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

✿平成 28 年度✿

❤ 体験保育

❤ 親子登園

❤ わんぱく未就園児教室

❤ ２才になったらクラス・・ももぐみ

❤❤ 平成 28 年度もたくさんの子ども達との

出会いに感謝し共に元気一杯頑張ります ❤❤

☎　093-282-0235

http：//www.okagaki-daiichi.com

平成 28 年度スタートします！

《４台のバスにて送迎！！》

✿パンフレットお送りいたします！幼稚園見学も随時ＯＫです！

地域で守るホタルの里
2/21　吉木校区コミュニティ　乳

ち た る が わ

垂川一斉清掃
　毎年初夏にホタルが現れる乳垂川。この美しい環境を守ろ
うと、地域に住む70人が集まりました。

　川岸や川の中に捨てられている空き缶
やペットボトルなどを拾い、約１時間後に
は元の美しい川の姿になりました。
　参加者は「この美しい川を将来に残す
ためにも、マナーを守ってほしい」と話
していました。

漫談で学ぶ防犯講座
　漫談を交えた講演活動を行っている県安全安心まちづく
りアドバイザーの宮田健二さんを講師に招き「お笑い防犯
講座」が西部公民館で行われ、約50人が参加しました。
　宮田さんは、身近な防犯をおもしろおかしく紹介。会場
は、最後まで参加者の笑い声が絶えませんでした。
　参加者は「こんなに楽しく防犯が学べるとは思いません
でした」「面白かったのでとても印象に残っています」と楽し
く学べた内容に大満足の様子でした。

2/20　内浦校区コミュニティ　防犯講座

女性が輝く社会を目指して
　「進めよう！男女共同参画社会～女性が地域や社会で活躍する
ために～」をテーマに、昨年６月から１２回の講座を受講した６人
が、宮内町長に活動の報告や提言を行いました。
　受講生たちは、ワーク・ライフ・バランス講座や宗像市男女共
同参画推進センター「ゆい」への視察研修、リフレッシュ講座「ア
ロマ骨盤体操」などに参加してきました。今後は、学んだことを
生かして家庭や職場、地域で身近なこと、自分にできることから
男女共同参画の取り組みを進めていきます。

2/19　岡垣町男女共同参画「きらきら女性講座」報告会
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岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

家を売りたい、 土地を売りたい ・ ・

不動産売買なら吉田住建におまかせ下さい！
地元岡垣にて開業38年、長年の経験と地域に根ざした豊富な情報力で、適正に価格を査定いた
します。スタッフ全員が宅地建物取引士（国家資格）、安心の地元の不動産業者です。

二級建築士も２名在籍しております
小さな工事からリフォームまでおまかせ下さい！
岡垣町海老津駅前12-8　☎283-2042　★HPアドレス　http://yoshida-jyuuken.com★

不 動 産
リフォーム

は無料です。どうぞお気軽にご相談下さい (*^-^*)相談 査定

できることからはじめよう
2/27　校区コミュニティシンポジウム

　会場となった岡垣サンリーアイには、約240人が集ま
りました。講師を務めたまちづくり計画研究所代表取締
役の今泉重敏さんは、自身が行ったユニークな地域づく
りの事例などを冗談を交えながら紹介。会場にはたくさ
んの笑い声が響きました。
　講演後には、各校区コミュニティの会長から質問も行
われ、今泉さんは「地域づくりは一人ひとりができること
を無理なくやっていくことが大事」と地域づくりを続ける
コツを話してくれました。

「笑い」で心も体もスッキリ
2/27　笑いヨガ講座

　岡垣男女共同参画・スマイルが、健康運動指導士の佐
藤昌久さんを講師に招き、岡垣サンリーアイで催しました。
　講座には、子どもから大人まで約40人が参加。軽
く手足を動かす運動に笑いを加える「笑いヨガ」を体験
しました。初対面の人同士でも、笑いの効果で会場は
和やかな雰囲気に包まれていました。参加した人からは
「心も体も軽くなりました」という声が聞かれました。

地域で守る地域の安全
2/26　２市４町協働防犯パトロール

　折尾警察署管内の２市４町で一斉に行われました。岡垣町
では、海老津校区と戸切校区のコミュニティ運営協議会や折
尾警察署少年補導員岡垣支部、岡垣町青少年補導員などから

約50人が参加。ＪＲ海老津駅周辺などを、
徒歩や青パト、警察のパトカーで巡回しま
した。地域の安全は、多くの人の手で守ら
れています。一人ひとりが防犯意識を高め、
犯罪のない地域を目指しましょう。
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　東日本大震災から５年。被災地では、今でも多くの人が
避難生活を余儀なくされ、震災の被害は癒えていません。
　海老津小学校では、被災地に暮らす人々が少しでも元
気になってもらうために、花苗や寄せ書きを届ける取り組
みを続けています。今年は、全校児童が描いた寄せ書き
を制作。この日は、寄せ書きを届けてもらうボランティア
団体「スマイリング福岡」への進呈式が行われました。
　進呈式に参加した６年生の児童は「震災が起きたときは
低学年だったので、５年たって震災の悲惨さが分かるよ

うになりました。卒業後も被
災地支援に限らずさまざまな
ボランティア活動をしていきた
い」と話してくれました。

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

な
ら
し
保
育
一
日
の
流
れ

在園生登園後、かわいい

アンパンマンバスでお迎え
お山のある広い園庭で遊びます

おいしい給食

1時よりバスで帰りますTEL：093-282-1135

お問い合わせは下記まで

（詳しい日程表をお送りします）

親子で楽しめるイベントがいっぱい !

えびつキッズ（未就園児教室）

日時　4 月 23 日（土）

　　　10 時～ 12 時

6 月からスタート！

みんなのボランティア活動に感謝
3/2　児童生徒表彰式

　教育委員会が、昨年１年間を通して清掃活動などのボランティアを積極的に行っ
た児童・生徒や団体を表彰しました。また、今回の表彰では、自宅近くで倒れてい
たお年寄りを発見し、救急車を手配するなどした平山尚樹くん（山田小学校）と倒
れていたお年寄りを助けた都留惇嗣さん、吉原雄一さん、大矢愛美さん、小田怜佳
さん、長元桃華さん、村岡那桜さん（岡垣東中学校）が善行表彰を受けました。

【団体表彰】
○そうじ仲よし６人組
　（海老津小学校）
○しっかりおそうじ隊
　（海老津小学校）
○海老津小学校ボランティア
　委員会
○岡垣中学校生徒会
○波津子供会
○鍋田区子供会
○南山田子ども会
【個人表彰】
○小中学生　224人

色あせない「思いやり」の心
3/５　海老津小児童が被災地への寄せ書きを制作
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お知らせお知らせ
主な問い合わせ先

役場・教育委員会� ☎ 282-1211
情報プラザ人の駅� ☎ 281-2005
こども未来館� ☎ 281-5501

東部公民館� ☎ 282-0035
中央公民館� ☎ 282-0162
西部公民館� ☎ 281-5006
ボランティアセンター� ☎ 282-5767
文化財展示室� ☎ 282-6118

観光ステーション北斗七星
� （岡垣町観光協会）☎ 281-5050
岡垣サンリ―アイ� ☎ 282-1515
社会福祉協議会� ☎ 283-2940
シルバー人材センター� ☎ 282-4688

町の情報や広報おかがきは公式ホームペー
ジで見ることができます
町公式ホームページ
http://www.town.okagaki.lg.jp

岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

平成 28 年度

❤わんぱくクラブ（未就園児親子教室）

❤体験入園（次年度入園年齢者対象）

ご希望の方は幼稚園までお問い合わせを・・

　パンフレットお送りいたします！

　幼稚園見学も随時ｏｋです！！

☎　093-282-0247

http://www.okagakichuoyoutien.com

新しい出会いにワクワク・ドキドキです！！

恐竜ももちゃん・ななちゃん

４
月
１
日
か
ら
消
費
生
活
相
談
の
受
付
体
制
を
強
化

　

毎
年
増
加
す
る
岡
垣
町
消
費
生
活
相

談
窓
口
へ
の
相
談
件
数
。
平
成
26
年
度

に
は
、
前
年
の
５
倍
を
超
え
る
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
か

ら
の
相
談
が
多
く
、
相
談
件
数
の
約
半

分
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
専
門
の

相
談
員
に
よ
る
消
費
生
活
相
談
の
受
付

日
を
増
や
し
ま
す
。
悪
質
商
法
の
被
害

や
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
、
取
り
引
き
に
不

審
な
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土

日
祝
日
に
相
談
を
受
け
る
窓
口
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く
り
課
へ

【専門相談員による相談受付】
毎週月・水・金曜日
午前10 時～午後 5時
※祝日のときは翌開庁日に振替
※上記以外の平日は町職員が
　相談を受けます

私たちが、消費者トラブルに
関する情報の提供や悩みの
解決をお手伝いします。

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
相
談
受
付
日
を
増
や
し
ま
す消費生活相談員

池山喜美子

平成 27年

　平成 27年国勢調査に協力していただき、
ありがとうございました。総務省が集計結果
（速報値）を公表しました。岡垣町の結果を
お知らせします。

平成27年 平成22年 増減数
人口 31,587 人 32,119 人 -532 人

男性 14,766 人 15,084 人 -318 人

女性 16,821 人 17,035 人 -214 人

世帯数 11,794世帯 11,656世帯 +138世帯

　この数値は速報値であり、10月に公表予
定の確報値で変わることがあります。
　詳しくは、総務省統計局ホームページ
（http://www.stat.go.jp/data/kokusei/
2015/kekka.htm)または県ホームページ
（http://www.pref.fukuoka.lg.jp/dataweb/
kokusei.html)を見てください。
問い合わせ　産業振興課へ

国勢調査速報
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広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

皆
さ
ん
の
結
婚
・
出
産
を

お
祝
い
し
ま
す

　

町
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
新
た
な

門
出
や
新
生
活
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
人
生
の
節
目
で
あ
る
結
婚
や
出

産
を
心
か
ら
お
祝
い
す
る
た
め
、
４

月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
や
出
生
届
を

提
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
宮
内
町
長

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
記
念
品
を
贈

り
ま
す
。

婚
姻
の
お
祝
い

対　
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
人

○
岡
垣
町
に
婚
姻
届
を
提
出
し
た

○�

他
市
区
町
村
に
婚
姻
届
を
提
出

し
、
婚
姻
後
、
岡
垣
町
に
住
む
予

定
で
あ
る

対
象
者
に
は
町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
記
念
品
を
進
呈

ギラヴァンツ北九州を応援しよう

ホームゲーム（Ｂ席）に招待
【招待試合・申し込み期限】
●４月９日㈯午後４時から（横浜 FC戦）
申し込み期限　４月６日㈬
●４月23日㈯午後４時から（清水エスパルス戦）
申し込み期限　４月20日㈬
【ともに】
ところ　本城陸上競技場（北九州市八幡西区）

対　象　町内に住む人
定　員　50人※応募多数のときは抽選
申し込み　各試合の申込期限までにギラヴァンツ北
九州公式ホームページホームゲームチケット申し込み
フォーム（http://www.giravanz.jp/friendlytown/
okagaki/）または町公式ホームページから
問い合わせ　㈱ギラヴァンツ北九州☎863-6777へ

出
産
の
お
祝
い

対　
象　
岡
垣
町
に
住
む
人
で
、
出

生
届
を
提
出
し
た
人

【
と
も
に
】

○�

他
市
区
町
村
に
婚
姻
届
や
出
生
届

を
提
出
し
た
人
は
、
申
込
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
住
民
環
境
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

役
場
の
閉
庁
し
て
い
る
時
間
に
婚

姻
届
や
出
生
届
を
提
出
し
た
人
に

は
、
記
念
品
な
ど
を
後
日
郵
送
し

ま
す
。

○�

詳
し
く
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
住
民
環
境
課
へ
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ニ
セ
電
話
詐
欺
を
防
止
す
る
た
め

警
察
官
が
巡
回
し
ま
す

　

福
岡
県
警
で

は
、
ニ
セ
電
話

詐
欺
に
よ
る
被

害
を
防
止
す
る

た
め
、
警
察
官

が
家
庭
や
職
場
を
訪
問
し
、
犯
罪
や
事

故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

困
り
ご
と
、
警
察
活
動
に
対
す
る
意
見
・

要
望
の
聴
き
取
り
な
ど
を
行
う
巡
回
連

絡
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

巡
回
連
絡
で
は
非
常
時
の
連
絡
な
ど

で
使
用
す
る「
巡
回
連
絡
カ
ー
ド
」の
記

入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
、

警
察
官
か
ら
の
指
導
で
被
害
を
防
い
だ

事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

お
知
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
皆
さ
ん

の
家
庭
で
使
っ
た
水
量
を
計
算
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
漏
水
の
発
見
に
も
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

検
針
員
が
正
し
く
作
業
で
き
る
よ
う

に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○�
飼
い
犬
は
、
門
扉
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
つ
な
ぐ

○�
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
や
物

を
置
か
な
い

○�

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
り
や
中
身

は
、
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
く

問
い
合
わ
せ　
上
下
水
道
課
へ

障害者差別解消法がスタートします４月１日
から

　障害のある人もない人も、お互いにその
人らしさを認め合い、ともに生きる社会を
つくるために定められた「障害者差別解消
法」。この法律では、国や市町村などの
役所や会社・お店などの事業者、ボラン
ティア活動をするグループなどに「不当
な差別的取扱い」を禁止し「合理的配慮
の提供」を求めています。

「不当な差別的取扱い」とは？
　障害のある人に対して正当な理由なく、障害を理由
に差別することです。
例えば…
○受け付けの対応を拒否する
○�本人を無視して介助者や支援者、
　付き添いの人だけに話しかける
○学校の受験や入学を拒否する
○障害者向けの物件がないと言って対応しない
○保護者や介助者が一緒にいないとお店に入れない

など

「合理的配慮の提供」とは？
　障害のある人が困っているときに、その人の障害に
合った工夫や方法を確認し、対応することです。
例えば…
○�講演会で、手話通訳や字幕が見える
　場所に座席を用意する
○�意思を伝え合うために絵や写真の
　カードやタブレット端末などを用意する
○段差があるときに、スロープなどを用意して補助する

など
　何らかの理由で対応が難しいときは、その理由を説
明し、別の方法を提案するなど、話し合い、理解を得
るようにすることが大切です。
合理的配慮の事例を確認できます
内閣府のホームページ（http://www8.cao.go.jp/
shougai/suishin/jirei/）では、障害の特性や生活
の場面から事例を探すことができるので活用してくだ
さい。
問い合わせ　福祉課へ

Ｒはじめよう、３つの
　私たちの生活は、たくさんのごみを生み出し、
そのごみの焼却や残った灰の埋め立てなどさまざ
まな問題が発生しています。ごみを減らすことは、
環境や家計にも優しい取り組みです。次の３つの
Rに取り組み、ごみを減らしましょう。

（再生利用）
資源として再び利用するＲecycle

リサイクル

■ごみを資源として分別する
■リサイクル製品を買う

Ｒeuse
リユース （再使用）

繰り返し使う
■�リターナブル容器（ビールびんのように販売店で
回収し、再使用する容器）のものを買う
■リサイクルショップを利用する

（発生抑制）
もとから減らすＲeduce

リデュース

■�ごみになるものを買わない、もらわない
■長く使える製品を買う
問い合わせ　住民環境課へ

ごみを減らすために
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４月のし尿収集
大型車 ４月 小型車

波津、原、内浦、手野、新松原 1日 東黒山、糠塚
三吉、三吉団地、吉木 4日
元松原、西黒山、東黒山 5日

月２回Ａ（波津、手野、三吉、三吉団地、吉木、
元松原、東黒山、糠塚） 6日

月２回（吉木、西黒山、百合ヶ丘、
上海老津、戸切白谷、戸切、戸切百合野、
東山田、JR海老津駅）

月２回Ｂ（西山田、山田、山田峠、高倉、
上高倉、海老津、上畑、戸切、野間） 7日 湯川、波津、原、内浦、手野

吉木 8日 元松原、西黒山、東黒山、高塚、吉木
野間、海老津、新海老津 11日 上畑、上高倉、野間
新海老津、東海老津、海老津、
百合ヶ丘、西高陽、東高陽、高陽、
東松原、鍋田、山田、戸切白谷、戸切

12日 海老津、新海老津、東山田、西山田、
東松原

高塚、吉木、塚原、野間、緑ヶ丘 13日
高倉、吉木 14日 戸切白谷、戸切、戸切百合野
戸切白谷、戸切、戸切百合野 15日 高倉
戸切、戸切百合野 18日

月２回Ａ（波津、手野、三吉、三吉団地、吉木、
元松原、東黒山、糠塚） 19日

月２回Ｂ（西山田、山田、山田峠、高倉、
上高倉、海老津、上畑、戸切、野間） 20日

21日 手野、三吉、吉木、高倉、新松原

22日
月２回（吉木、西黒山、百合ヶ丘、
上海老津、戸切白谷、戸切、戸切百合野、
東山田、JR海老津駅）

糠塚、東黒山 25日

問い合わせ
住民環境課へ

茅原、新海老津、桜台、東山田、西山田、
南山田、山田、野間、山田峠 26日

海老津、上畑 27日
高倉、上高倉 28日

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
折
尾
警
察
署
地
域
課

☎
６
９
１-

０
１
１
０
へ

重
度
の
障
害
の
あ
る
人
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

　
タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃
を
補
助
し
ま
す
。

対　
象　
自
宅
に
暮
ら
し
、
平
成
27
年

度
の
住
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
均
等
割

の
み
課
税
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
を
持
つ
人
※
対
象
者
が
18
歳
未

満
の
と
き
は
、
そ
の
父
母
の
課
税
状
況

で
判
別

①�

Ｊ
Ｒ
運
賃
減
額
欄
が
第
１
種
で
あ
る

身
体
障
害
者
手
帳

②
判
定
が
Ａ
で
あ
る
療
育
手
帳

③
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給
者
証

④�

１
・
２
級
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳

と
き
・
と
こ
ろ

○
４
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭
＝
岡
垣
町
役
場

○�

４
月
１
日
㈮
・
４
日
㈪
午
前
９
時
～

午
後
５
時
＝
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

○
４
月
８
㈮
日
以
降
＝
福
祉
課
窓
口

※
正
午
～
午
後
１
時
は
交
付
不
可

交
付
枚
数　
１
冊
24
枚
※
腎
臓
機
能
障

害
の
人
は
３
冊
ま
で

持
参
品

○
①
～
④
の
い
ず
れ
か

○
印
鑑

○�

平
成
27
年
度
に
交
付
し
た
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
の
余
り

※
平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し

た
人
は
平
成
27
年
度
の
課
税
証
明
書
ま

た
は
非
課
税
証
明
書

問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
へ

募　
集

就
職
に
役
立
つ
知
識
や
技
術
を

身
に
付
け
よ
う

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡
の
職
業
訓

練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対　
象　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申

し
込
み
を
し
て
い
て
、
受
講
指
示
ま
た

は
推
薦
を
も
ら
え
る
人

募
集
科
・
定
員

○
機
械
加
工
技
術
科
＝
15
人

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
＝
30
人

訓
練
期
間　
６
月
２
日
㈭
～
11
月
29
日
㈫

選
考
日　
５
月
９
日
㈪

選
考
内
容　
筆
記
試
験
と
面
接

申
し
込
み　

４
月
15
日
㈮
ま
で
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡
へ

問
い
合
わ
せ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福

岡
☎
６
４
１-

６
９
０
９
へ

相　
談

ひ
と
り
親
家
庭
の
悩
み

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

【
就
職
相
談
】

対　
象　
ひ
と
り
親
家
庭
で
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

と
き
・
と
こ
ろ

○�
平
日
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、
岡

垣
町
役
場
※
要
予
約

○�

日
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
、
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春
日
市
）※
要
予
約

【
養
育
費
の
電
話
相
談
】

対　
象　
ひ
と
り
親
家
庭
ま
た
は
離
婚

協
議
中
の
人

と　
き　
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

相
談
電
話　

０
９
４
８-

２
１-

０
３

９
０

【
と
も
に
】

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
ひ

と
り
親
家
庭
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
☎
０
９
４
８-

２

１-

０
３
９
０
へ

法
律
人
権
相
談

　
人
権
擁
護
委
員
が
、
い
じ
め
な
ど
の
人

権
問
題
や
家
庭
内
・
近
隣
関
係
の
も
め
ご

と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
ま
す
。

と　
き　
４
月
22
日
㈮
午
後
１
時
30
分

～
4
時

と
こ
ろ　
東
部
公
民
館

問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く
り
課
へ

催　
し

春
だ
！
登
山
だ
！
城
山
だ
！

城
山
ま
つ
り

　
城
山
の
山
開
き
で
す
。

山
頂
で
先
着
500
人
に
記

念
品
を
配
り
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　
４
月
29
日（
金
・
祝
）

○�

安
全
祈
願
祭
＝
午
前
10
時
か
ら
、
城

山
山
頂
※
雨
天
時
は
福
岡
教
育
大
学

側
登
山
口

○�

ぜ
ん
ざ
い
会
＝
午
前
11
時
か
ら
、
同

大
学
側
登
山
口

問
い
合
わ
せ　
城
山
を
守
る
会（
江
頭
）

☎
０
９
０-

８
６
２
４-

０
３
１
０
へ
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お知らせ、サークルなどの紹介、イラスト・写真、俳句・短歌・川柳などを
募集します。
※�営利・政治・宗教に関するものなど、掲載できないものもあります
申し込み　掲載月の１日までに住所・氏名・電話番号・投稿する記事・写真を、
広報情報課（窓口・郵送・Ｅメール koho2@town.okagaki.lg.jp）へ ※ 応募
多数のときは抽選

町 民

広 場
ふれあい

▲写真左から出
で き や
来谷結

ゆ い
衣ちゃん、門

も ん じ
司笑

え ま
愛ちゃん、

新
に い な
名雅

みやび
ちゃん

年中になっても友達を
たくさんつくって
元気に遊んでね♡

進級おめでとう

みんなのママからの投稿

山田ビクトリー
新入部員を募集しています！
　創部 36 年の山田ビクトリーは、経験豊富な指導者と、野球
が大好きな元気いっぱいの子どもたちで楽しく活動しています。
そんなビクトリーで一緒に野球をしてくれる仲間を大募集です！
　体験入部も大歓迎！どうぞお気軽に連絡してください。
対　象　小学１年～６年生の児童
練習日　土・日曜日
ところ　町民総合グラウンドまたは松ケ台グラウンド
申し込み・問い合わせ　（田中）☎ 090-7297-1847へ

南高陽区から町内に広めたい
健康づくりカーリング
　３月13日、すぱーく
岡垣でグランドカーリン
グを催しました。
　今回は区外の人にも声
をかけ、区内外から 40
人が参加。ストーンを投
げる度に状況が目まぐるしく変わる試合の行方に、会
場からは大きな歓声が上がり、参加者はとても盛り上
がっていました。
同区健康体操クラブ　西岡靖紘さんからの投稿

岡垣歴史文化研究会主催講演会

唐津街道�遠賀・宗像郡境の道筋
と　き　４月23日㈯午前10 時 20 分～正午
　　　　※歴史文化研究会総会終了後
ところ　地域交流センター
講　師　佐藤正義さん（宗像市郷土文化課）
費　用　無料
問い合わせ　同会（入江）☎ 282-6380 へ
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３月生まれ

石い
し
ま
つ松 

礼れ
お煌
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
26
年
３
月
15
日
生
ま
れ（
新
海
老
津
）

そ
ろ
そ
ろ
パ
パ
と
マ
マ
間
違
え
ず
に

呼
ん
で
ね
♡

石い
し
だ田 

結ゆ
ら良

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
25
年
３
月
12
日
生
ま
れ（
野
間
四
）

３
歳
お
め
で
と
う
！
Ｓ
Ｌ
運
転
手
目

指
し
て
頑
張
っ
て
☆

草く
さ
の野 

陽は
る
き生

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
27
年
３
月
24
日
生
ま
れ（
高
倉
）

１
歳
お
め
で
と
う
☆
元
気
で
お
姉

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
☆

髙た
か
は
し橋 

海か
い
と翔

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
26
年
３
月
24
日
生
ま
れ（
新
海
老
津
）

そ
の
か
わ
い
い
笑
顔
で
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
育
っ
て
ね
♥

神こ
う
や谷 

悠ゆ
う
き喜

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
27
年
3
月
16
日
生
ま
れ（
野
間
三
）

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い

に
育
っ
て
ね
。

石い
し
ま
つ松 

詩う
た
は羽

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
25
年
３
月
14
日
生
ま
れ（
糠
塚
）

３
歳
お
め
で
と
う
☆
こ
れ
か
ら
の
成

長
が
楽
し
み
で
す
♡

●対　象　町内に住み、掲載月が誕生月の１～３歳の子ども
●申し込み　掲載月の１日までに投稿する写真・住所・親子の氏名（ふりが
な）・子の生年月日・電話番号・子どもへのコメント（22 文字以内）・広報
おかがきへの意見を、広報情報課（窓口・郵送・Ｅメール koho2@town.
okagaki.lg.jp）へ※応募多数のときは抽選

石い
し
だ田 

愛あ
い
ら桜

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
27
年
３
月
30
日
生
ま
れ（
緑
ヶ
丘
）

笑
顔
が
か
わ
い
い
愛
桜
ち
ゃ
ん
♡

１
歳
お
め
で
と
う
！

小お
の野 

純あ
や
な奈

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
27
年
３
月
18
日
生
ま
れ（
野
間
四
）

１
歳
お
め
で
と
う
♡
明
る
く
元
気
に

育
っ
て
ね
‼

高た
か
や
ま山 

美み
お桜

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
27
年
３
月
14
日
生
ま
れ（
野
間
二
）

祝
１
歳
☆
お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
！

元
気
に
育
っ
て
ね
♪

松ま
つ
ま
る丸 

翔と
う
や也

ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

平
成
25
年
３
月
15
日
生
ま
れ（
東
山
田
）

と
う
や
く
ん
♡
だ
ぁ
い
好
き
っ
♡
♡

３
歳
お
め
で
と
う
☆

門も
ん
じ司 

諒り
ょ
う
ま真
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

平
成
26
年
３
月
８
日
生
ま
れ（
吉
木
）

諒
真
の
笑
顔
は
太
陽
み
た
い
！

大
好
き
だ
よ
★

坂さ
か
も
と本 

圭け
い
い
ち
ろ
う

一
郎
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

平
成
27
年
３
月
24
日
生
ま
れ（
松
ケ
台
東
）

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
圭
く
ん

の
び
の
び
育
っ
て
ね
。
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身
辺
の
整
理
せ
ん
と
し
悩
み
お
り

�

終
活
と
い
う
は
寂
し
き
言
葉

�

早
川
京
子

青
竹
に
活
け
し
椿つ

ば
き

の
一
輪
の

�

自
己
主
張
す
る
が
に
凛り

ん

と
咲
き
お
り

�

阿
部
マ
サ
子

紺こ
ん
じ
ょ
う青

の
海
を
見
つ
め
て
浜
行
け
ば

�

又ま
た

来
て
み
た
し
と
心
満
た
さ
る

�

永
井
登
美
子

【
岡
垣
川
柳
会
】

何
で
釣
る
大
き
く
な
っ
た
孫
の
餌

�

梶
原
ヒ
サ
コ

よ
し
や
る
ぞ
立
て
ど
心
が
踊
ら
な
い

�

岡
村
糸
子

病
床
の
花
一
輪
に
癒い

や

さ
れ
る

�

俵
澄
子

電
池
切
れ
思
考
回
路
が
働
か
ず

�

野
中
よ
う
子

【
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
の
会
昼
の
部
】

梅う

め

ご

ち

東
風
や
灘な

だ

に
ふ
は
り
と
島
二
つ

�

井
村
晴
代

庭
隅
の
大
き
伏ふ

せ
が
め甕

笹さ
さ
ご子

鳴
く

�

横
尾
淑
子

探た
ん
ば
い梅
や
奥
へ
奥
へ
と
道
細
る

�

沼
田
捷
子

大お
お
な
だ灘

の
風
に
頷う

な
ず

き
野の

ず
い
せ
ん

水
仙

�

俵
口
益
栄

【
一
般
の
作
品
】

今
日
明
日
死
な
な
い
だ
ろ
と
お
茶
を
呑の

む

�

馬
場
と
き
子

淡
雪
や
も
ろ
も
ろ
の
木
に
消
え
て
ゆ
き

�

井
上
ア
ヤ
ノ

背
を
ま
げ
て
姥う

ば

の
踊
れ
る
炭
坑
節

�

井
元
正
己

ど
う
し
て
も
納
得
し
な
い
オ
レ
が
い
る

�

鳥
越
久
男

正
論
は
い
い
か
ら
腹
を
割
っ
て
く
れ

�

小
田
和
彦

「
こ
ん
に
ち
は
―
」学
期
始
め
の
女
子
中
生

�

早
春
の
日
や
幸
あ
れ
か
し
と

�

籏
生
照
未

友
の
死
を
公
報
に
知
る
さ
み
し
さ
よ

�

思
え
ば
遠
き
駅
ま
で
の
道

�

川
原
つ
る
子

或あ

る
種
・
人
繰
り
込
ま
れ
し
か
ロ
ボ
ッ
ト
化
に

�
糊の

り
し
ろ代
乏
し
い
小
箱
の
如ご

と

し

�

大
重
正
信

シ
ャ
イ
な
子
の
祖
母
に
見
せ
む
と
文
庫
本

�

ト
イ
レ
に
置
き
ぬ「
図
書
館
戦
争
」

�
白
木
恵
美
子

【
青
葉
短
歌
会
】

凍い

て
蝶ち

ょ
う

と
思
え
ば
ふ
い
に
飛
び
ゆ
け
る

�

紋も
ん
し
ろ白

の
い
て
春
は
来
に
け
り

�

石
松
清
美

【
青
嶺
岡
垣
俳
句
会
】

涅ね

は

ん

え

槃
絵
の
光
失
せ
た
る
白
い
月

�

平
村
久
恵

十
二
月
あ
の
恐
ろ
し
き
開
戦
日

�

田
中
ア
ヤ
子

余
寒
な
ほ
右め

手
に
斧お

の

も
つ
観か

ん
ぜ
お
ん

世
音

�

大
村
照
子

涅ね
は
ん
ず

槃
図
の
前
の
飲お

ん
じ
き食

あ
つ
し
あ
つ
し

�

岩
崎
要
子

【
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会
夜
の
部
】

た
ま
ゆ
ら
の
冬
の
虹
立
つ
裾す

そ
の野

か
な

�

木
村
守

熊く
ま
わ
に鰐

の
謂い

は

れ
の
小
山
枇び

わ杷
咲
け
り

�

川
原
和
子

早
咲
き
の
桜
白
磁
の
大お

お
つ
ぼ壺

へ

�

深
田
英
子

籠こ
も

り
居
る
我
に
見
舞
ひ
の
早わ

せ
い
ち
ご

生
苺

�

中
村
和
信

【
木
綿
間
俳
句
会
】

産う
ぶ
す
な土
の
三
分
咲
き
な
る
枝
垂
れ
梅

�

曽
宮
六
四

幾
重
に
も
靄も

や

の
登
り
て
春
あ
け
る

�

神
谷
か
よ

暖
か
な
森
よ
り
聞
こ
へ
鳥
の
声

�

中
村
鶴
子

干
し
物
を
濡ぬ

ら
し
て
通
る
春
し
ぐ
れ

�

久
留
美
智
子

住人十色住人十色 町の輝いている人や元気な人を紹介します

音楽は人の心を一つにする魔法です
Ｑ　どんな場所で演奏していますか？
Ａ�　町内の保育所やお年寄りが集う施設などに出向いて演奏していま
す。演奏するときは、子どもたちやお年寄りの皆さんに一緒に歌って
もらうことや演奏してもらうことを第一に考えています。訪れる場所
によって違う雰囲気や反応を味わえるので、私自身も楽しんでいます。
Ｑ　演奏することの魅力は？
Ａ�　演奏するときの主役は私ではなく、
会場の皆さんだと思っています。皆さ
んが、自然とリズムに合わせて手をた
たいたり、歌を口ずさんだりしてくれる
とき、会場が一つになって楽しんでい
ると感じることができます。それが最
大の魅力です。

今回は、音楽を通じた人とのふれあいを楽しみながら
演奏活動をしている、クラリネット奏者の石井繁幸さん
にインタビューしました。第 12回

石井繁幸さん　吉木区在住。中学生のとき吹奏楽
部に入部したことがきっかけでクラリネットを始め
る。恩師の太田徳紘先生の誘いで岡垣吹奏楽団に
約10年間在籍。退職後、自分にできることとして、
音楽を通じた人とのふれあいや交流を行っている。

石
いしい

井繁
しげゆき

幸 さん
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ステフｃ
ｈ
チャンネ

ルステファ
ニー・チ

ャンの

スポーツチームなどを応援している
と伝えたいときに一言

"I barrack for the ○○ "
読み方　「アイ�バラック�フォア�ザ�○○」
意　味　「○○を応援している」
　オーストラリアでは「barrack」という動詞は「応
援している」という意味で使います。しかし、元々
は「やじる・からかう」という意味でした。おそら
く、応援の仕方がチームにやじったり、からかっ
たりすることが多く、それに由来して意味が変化
したのでしょう。

今日から使える

ひとこと英会話
Lesson７

　冬の終わりにつれ、ようやく春になりました。私は
今まで春の日本を経験したことがないので、桜を自
分の目で見ることをとても楽しみにしています。
　メルボルンでは桜
をあまり見かけません
が、図書館で英訳さ
れた日本の漫画や映
画館で見る日本の映
画の中で桜を見るこ
とができます。今回
は皆さんの知ってい
る日本文化を少し変
わった視点から紹介
したいと思います。

ばれていて、ハリウッドスターがこの髪形をし始めて
から世界に広まったそうです。
　今は人気が下火になってきたみたいですが、メルボ
ルンで突然侍が道を歩くようになっていたことがとて
も面白かったです。
みんなが懐かしむ日本のゲームとアニメ
　２０代の英語圏の人が自分の子ども時代の話をする
と、必ず日本製の何かが話題に出てきます。友達と
日本の家庭用テレビゲーム機で遊んだことのない人は
いないし、女性に女の子向けのヒロインが登場するア
ニメのことを話したら、多分その女性は子どものとき
に一番好きだったヒロインの名前をすぐに思い出すこ
とができます。
　私が小学生だったころに、アメリカと日本のアニメ
を放送する子ども向けのテレビ番組がありました。学
校に行く前の時間帯に放送していたため、日本で代
表的な忍者アニメや冒険アニメなどは、私と同世代の
オーストラリア人にとっても懐かしい子ども時代の思
い出となっています。
　こうした小さなことで、世界が本当に少しずつ国際
的になっている感じがします。そして「その橋渡しを
している日本の文化はすごいな」とも感じています。

メルボルン・セントラル・ステーションにある
原宿クレープ
　メルボルン市内の真ん中にあるメルボルン・セントラ
ル・ステーションという駅に、「H

ハ ラ ジ ュ ク
arajuku C

ク レ ー プ ス
repes」と

いう、原宿の竹下通りで売られているものと同じよう
なクレープを売っている店があります。日本で買うク
レープに負けないぐらい甘くて、私はよく友達と、近

くにある有名なメルボルンの
大きな図書館の石段に座って
おいしく食べていました。も
し、皆さんがメルボルンを訪
ねることがあったら、ぜひ
Harajuku Crepes を食べて
みてください。

街にいる「侍」
　英語圏のおしゃれな男性たち
は一昨年から突然侍風の髪形を
し始めました。髪を少し長めに
伸ばして、頭の上に「まげ」みた
いに結ぶ、日本の時代劇の中
の侍をまねた髪形です。英語で

「t
ト ッ プ ノ ッ ト

opknot」や「m
マ ン

an b
バ ン

un」と呼

クレープと侍とアニメ

▲メルボルン の「Harajuku 
Crepes」※ 1

▲侍風の髪形※ 2

※1出典 :http://harajyukucrepes.com.au/
※2出典 :http://i0.wp.com/www.fashionisingpictures.net/photoshoots/themanbuntipsforlonghair.jpg?w=620
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Volunteerボランティアのススメ 問い合わせ　岡垣町ボランティアセンター
☎282-5767へ

ススメススメ
Sportsスポーツのススメ 問い合わせ　岡垣町体育協会☎ 282-0200 へ

まち活の

素晴らしい景色を楽しみ春を感じよう
新立山ふれあい登山参加者募集
対　象　誰でも可
と　き　４月９日㈯午前９時から※雨天中止
集合場所　正助ふるさと村ショップにんじん駐車場
� （宗像市）
持参品　弁当、水筒、手袋
問い合わせ　岡垣登山連盟（和田）☎ 282-7199 へ

グラウンドゴルフ
春季交歓大会出場者募集
対　象　町内に住む人
と　き　�５月 11日㈬午前９時から
　　　　※雨天時は５月17日㈫に延期
ところ　町民総合グラウンド
費　用　300円
持参品　用具一式
申し込み・問い合わせ　4月 20 日㈬までにグラウ
ンドゴルフ連盟（大堂）☎282-7370または（鎌田）
☎283-4186へ

3 日㈰ テコンドー大会（熊本県阿蘇市） �

ソフトボール大会（松ケ台グラウンド） � 9:00

混合一般バレーボール大会（町民体育館） � 9:00

6 日㈬ ゲートボール大会（いこいの里） 9:00

9 日㈯ 新立山ふれあい登山（宗像市） 9:00

10 日㈰ 硬式テニス大会（町民テニスコート） 8:00

少年軟式野球大会（松ケ台グラウンド） 8:30

ソフトボール大会（町民総合グラウンド） 9:00

混合壮年バレーボール大会（町民体育館） 9:00

13 日㈬ ゲートボール大会（いこいの里） 9:00

16 日㈯ ペタンク大会（町民総合グラウンド） 8:30

17 日㈰ ソフトボール大会（町民総合グラウンド） 9:00

24 日㈰ 混合ソフトボール大会（町民総合グラウンド） 9:00

29 日㈷ 卓球大会（町民体育館） 9:00

４月のスポーツイベント

　「ふれんず」は、高齢
者福祉施設を訪問して、
紙芝居の読み聞かせや
折り紙を指導しているボ
ランティア団体です。代
表の江口さんに活動の
きっかけを訪ねると「皆さんに元気になってもらおうと始
めた活動ですが、私たちも元気をいただいています。だ
からやめられないです」と笑顔で話してくれました。
一緒に活動する仲間を募集しています

　特に水・木・金曜日の
午後２時～３時に活動で
きる人大歓迎です。興味
のある人は連絡してくだ
さい。
問い合わせ　代表（江口）
☎282-3244へ

　２月22日に、「災害時の
ボランティア活動と災害ボ
ランティアセンターの役割に
ついて」をテーマに、県社
会福祉協議会から講師を迎
え、月曜講座を行いました。
　講座には32人が参加し、
九州北部豪雨災害の事例を参考に、災害時のボラン
ティア活動に関する活動内容や災害ボランティアセン
ターの役割、災害ボランティアの心得などを学びました。
　参加者からは「ボランティアを行うときに何をすれ
ばよいかを知ることができました」「人と人との助け
合い（共助）の大切さを痛感しました」などの声が聞
かれました。

岡垣町ボランティアセンターの
登録団体を紹介します�―ふれんず―

「災害時のボランティアの役割」とは

月曜講座を催しました

　今後も、皆さんのボランティア活動のきっかけ
づくりとなるような講座を催していく予定です。
　ぜひ参加してください。
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Culture文化 のススメ 問い合わせ　岡垣町文化協会☎282-0162（中央公民館）へ

Sightseeing観光 ススメの 問い合わせ　岡垣町観光協会☎ 281-5050 へお

海辺の絶景サイクリング

　潮風を浴びながら、心地よい春の
サイクリングを楽しみませんか。青い
海と波の音に癒やされながら「海辺
の道」を走り抜けましょう。
　観光ステーション北斗七星では、
レンタサイクルも行っています。
【レンタサイクル】
貸出時間　午前９時～午後５時
　　　　　※毎週水曜日は定休日
費　用（３時間）
中学生以上＝300 円
小学生以下＝200 円
幼児乗せ自転車＝400 円

すがすがしい風を浴びて「春」を感じよう

　３月12日、いこいの里で岡垣町文化協会恒例のグ
ラウンドゴルフ大会を催しました。当日は、各種団体
から65人が会場に集まり、普段からともに活動して
いる人はもちろん、異なる団体の皆さんと一緒に会話
やプレーを楽しみ、交流を深めました。
　３月25日の九州国立博物館への研修視察を最後
に、平成 27年度の行事は終了しました。　

【岡垣歴史文化研究会】
町外史跡巡りを催しました
　３月12日に、宗像市郷土
文化課の職員の案内で「宗像・
沖ノ島と関連遺産群」を巡りま
した。遺産群の歴史を学ぶこ

とができ、とても有意義な活動とな
りました。研究会では、来年度もさ
まざまな計画を予定しています。興
味のある人はぜひ参加してください。

加入団体の活動紹介文化の友と楽しく交流

グラウンドゴルフ大会

【翠秀流】
30周年記念発表会を催します
　長年の成果を披露します。当日入場もできます。ぜ
ひ足を運んでみてください。
と　き　４月３日㈰午後１時から
ところ　岡垣サンリーアイ
費　用　4,000 円
問い合わせ　同団体（岩崎）
☎282-0543 へ
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グラウンドゴルフ１月度例会

と　き　１月 22 日
ところ　町民総合グラウンド
《男子の部》
優　勝　中谷孝
準優勝　鎌田德
第３位　副島秋義
《女子の部》
優　勝　霍田美智子
準優勝　原秀子
第３位　今西靖子

少年軟式野球少年少女駅伝大会

と　き　１月 31日
ところ　吉木小学校周辺コース
優　勝　山田ビクトリー A
準優勝　山田ビクトリー B
第３位　吉木ジャイアンツ A

冬季インディアカ大会

と　き　１月 31 日
ところ　岡垣サンリーアイ
優　勝　永崎チーム
準優勝　安心院チーム
第３位　男座チーム

スポーツ結果

がんばった人にマル

みんなで力を合わせて好成績を収めました

　２月21日、子どもたちの体力向上を目的に県が催している「スポコン
広場」がアクシオン福岡（福岡市博多区）で行われ、内浦小学校の４年生
チームと６年生チームが北九州地区（遠賀郡・鞍手郡・中間市・宮若市・
直方市）の予選を勝ち抜き、同地区の代表として出場しました。
　結果は、６年生チームは「ドッジボールラリー」「みんなでなわとび」で
４位、４年生チームは「馬とび」で４位と大健闘でした。

全国大会出場
おめでとう‼
第 38 回 JOCジュニアオリンピック
カップ春季水泳競技大会

と　き　３月 26 日～ 30 日
ところ　千葉県国際総合水泳場
� （千葉県習志野市）
《水球競技》
田中美月（岡垣中１年）

と　き　２月７日
ところ　芦屋町海浜公園内周回コース
《小学生男子の部》
優　勝　山田ビクトリー A
準優勝　山田ビクトリー B
《中学生男子の部》
準優勝　岡垣中学校
《中学生女子の部》
第３位　岡垣中学校 B

《区間賞》
（小学生男子２区）
中野宏紀
（小学生男子３区）
村岡凌佑
（小学生男子４区）
宮原楓大
（小学生男子５区）
北村仁人

遠賀郡駅伝競走大会

▲６年生チーム ▲４年生チーム
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岡
垣
の
教
育
　
岡
垣
東
中
学
校
②

　
　
～
創
立
か
ら
10
周
年
こ
ろ
ま
で
～

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
入
江　
東
樹

　

前
回
で
、
１
９
８
１（
昭
和
56
）年

４
月
、
岡
垣
東
中
学
校
が
開
校
し
た

こ
と
に
ふ
れ
た
。

　
「
や
は
ぎ
」（
生
徒
会
新
聞
）の
創
刊

号
が
、
そ
の
年
の
７
月
20
日
に
発
行

さ
れ
た
。
校
長
の
貝
掛
郁
光
氏
は「
探

究
」と
題
し
て「
…
学
校
の
中
核
は
、

生
徒
で
す
。
学
校
の
良
し
悪
し
は
、

生
徒
が
主
体
的
に
活
動
で
き
て
い
る

か
ど
う
か
で
す
。
学
校
で
の
教
科
学

習
は
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
大

切
な
勉
強
が
あ
り
ま
す
。
人
と
し
て
、

精
一
杯
生
き
る
こ
と
で
す
。

　

校
訓
の
第
一
に「
探
究
」を
掲
げ
ま

し
た
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
こ
と
に
、

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　

ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
だ
っ
た
ソ
ク

ラ
テ
ス
は
、
人
生
の
指
針
と
し
て「
汝な

ん
じ

自
身
を
知
れ
」と
言
い
ま
し
た
。
自
分

を
見
つ
め
、
自
分
を
発
見
す
る
こ
と

に
力
を
注
げ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ど
ん
な
建
物
に
も
、
基
礎
が
あ
り

ま
す
。
大
き
な
建
物
ほ
ど
、
基
礎
は

し
っ
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
将
来
、
社
会
人
と
し
て
成
長

す
る
た
め
の
基
礎
を
、
中
学
生
と
し

て
の
学
習
の
中
で
身
に
付
け
て
ほ
し

い
で
す
。…（
要
約
）」と
述
べ
て
い
る
。

　

１
年
次
の
学
校
の
施
設
に
つ
い
て

は
、
開
校
前
の
校
舎
建
設
に
続
い
て
、

１
学
期
に
プ
ー
ル
工
事
や
運
動
場
整

備
が
行
わ
れ
、完
成
し
た
。７
月
末
に
、

校
舎
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。
３
学
期

に
は
、校
舎
周
辺
の
植
樹
が
行
わ
れ
た
。

　

１
年
次
の
学
校
行
事
と
し
て
、
修

学
旅
行（
４
月
）、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ（
陸

上
競
技
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
）が
６
月
と
11
月
、
体
育
会

（
９
月
）、
文
化
祭（
ま
だ
体
育
館
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
山
田
小
学

校
の
講
堂
を
借
用
）を
10
月
に
行
っ

た
。
こ
の
日
は
、
校
内
弁
論
大
会
も

行
っ
た
。
鍛
錬
遠
足（
11
月
）で
は
、

城
山
登
山
を
し
た
。

　
６
月
に
行
わ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ（
父
母
教

師
会
）創
立
総
会
で
、
初
代
会
長
と
し

て
、
野
田
健
治
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

　

８
月
に
行
わ
れ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
県
大
会
に
出
場
し
、
女
子
が
団
体

優
勝
し
た
。
北
九
州
市
で
行
わ
れ
た

九
州
大
会
に
も
出
場
し
た
。

　
「
や
は
ぎ
」創
刊
号
の
中
で
、
１
年

の
猿
渡
美
子
さ
ん
が
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

の
こ
と
で「
…
６
月
11
日
、
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
の
陸
上
競
技
大
会
が
あ
っ
た
。

私
は
、
50
メ
ー
ト
ル
走
に
出
場
し
た
。

走
る
前
か
ら
、
不
安
で
胸
が
ド
キ
ド

キ
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
の
ピ
ス
ト
ル
が
パ
ー
ン
。

同
時
に
私
は
思
い
っ
き
り
、
ス
タ
ー

テ
ィ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
を
け
っ
た
。
足

を
上
げ
て
！
手
を
思
い
切
り
振
れ
！

と
考
え
な
が
ら
走
っ
た
。
50
メ
ー
ト

ル
は
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
テ
ー

プ
を
切
っ
た
と
き
は
、
爽
快
な
気
持

ち
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
決
勝
で
は

う
ま
く
い
か
ず
、４
位
だ
っ
た
。で
も
、

一
生
け
ん
命
に
走
っ
た
の
で
、
自
分

は
よ
く
や
っ
た
と
思
っ
た
。

　

学
級
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
男
子
が

２
位
、
女
子
は
１
位
に
な
っ
た
。
み

ん
な
の
力
が
一
つ
に
な
っ
た
と
思
っ

た
。
感
動
の
物
語
だ
っ
た
。
こ
の
日

の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
１
の
５

で
あ
り
た
い
と
思
っ
た
。
…（
要
約
）」

と
述
べ
て
い
る
。

　

当
時
、
教
頭
で
２
代
目
の
校
長
を

務
め
た
大
田
満
氏
は『
東
中
10
年
史
』

で「
…
発
足
当
時
、
校
訓
の
制
定
、
学

校
教
育
計
画
作
成
な
ど
、
先
生
た
ち

に
も
生
き
生
き
と
し
た
努
力
が
、
今

で
も
思
い
出
さ
れ
る
。
ス
ピ
ー
カ
ー

や
ト
イ
レ
の
鏡
が
な
く
な
っ
た
り
し

て
、
頭
を
痛
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

で
も
、
生
徒
会
活
動
を
活
発
に
す
る

た
め
、
生
徒
会
役
員
や
学
級
委
員
等

の
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
、
玄
海
少
年
自

然
の
家
で
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

部
活
動
の
合
宿
を
夏
休
み
に
７
日

間
、
学
校
に
宿
泊
し
て
、
実
施
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
宿
泊
や
朝
食
の
準

備
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
た
先
生
方

に
感
激
し
た
。

　

各
教
室
に「
校
訓
額
」を
掲
示
し
、

体
育
館
に
は
校
歌
や
校
訓
の
額
を
設

置
し
た
。
ま
た
、
校
長
室
に
は
東
井

義
雄
先
生（
教
育
者
）の
詩
を
書
い
た

も
の
を
掲
示
し
た
。
ど
れ
も
私
に
書

か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

校
地
の
緑
化
で
は
、
町
か
ら
の
補

助
金
を
受
け
、
失
対
事
業
に
よ
る
樹

木
の
提
供
も
受
け
て
、
校
門
前
の
桜
、

運
動
場
斜
面
に「
岡
東
」と
デ
ザ
イ
ン

し
た「
さ
つ
き
」を
植
え
、
前
提
に
も

植
樹
を
し
た
。
校
長
室
横
に
は
、
太

田
孝
先
生
か
ら
梅
を
植
樹
し
て
い
た

だ
い
た
。
…
」と
述
べ
て
い
る
。

▲クラスマッチ（バレーボール）
　出典：第１期卒業アルバム

第368回
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A
PRIL　

2016　
　
平
成
28
年　
（　
）は
実
施
場
所
、
時
間
は
開
始
時
間

４
月
の
行
事
予
定

展示コーナー　　　　問い合わせ　東部公民館へ

【前半】「世界から見た岡垣町」写真展
� （5月9日まで）
【後半】三里松原を守る会活動写真展

地域交流センター

【東部公民館】

バードカービング作品（岡垣バードカービングクラブ）

【中央公民館】

陶芸作品展（愛陶会）

【西部公民館】

陶芸作品展（楽陶会）

公民館ロビー
【前半】三里松原を守る会活動写真展
【後半】あとりえ岡垣作品展

駅前ぎゃらりー

地域・学校
� 4 月上旬　●湯川山さくら道ちょうちん点灯
� 2 日㈯　●春まつり（成田山不動寺）10:00
� 8 日㈮　●花まつり灌仏会（成田山不動寺）10:00
　　　　 ●はなまつり（中央公民館）13:00
11 日㈪　●町立中学校入学式（各中学校）9:30
12 日㈫　●町立小学校入学式（各小学校）9:30

■山田校区コミュニティ運営協議会
� 7 日㈭　●あいさつ運動（山田小学校）7:30
15 日㈮　●あいさつ運動（岡垣東中学校）7:50
　　　　 ●徒歩による防犯パトロール（岡垣交番集合）18:00

校区コミュ二ティ

役場
� 2 日㈯　●中部保育所入所・進級式 9:00
12 日㈫　●春の交通安全県民運動街頭キャンペーン（岡垣サンリーアイほか）16:00
16 日㈯　●第 13回ウォーキング大会・マラソン大会（内浦小グラウンド）9:00
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施設情報 岡垣町の公共施設で行われるイベント情報や講座・
教室の開催スケジュールなどをお知らせします施設情報
情報プラザ人の駅 ☎ 281-2005

1 日㈮ エクセル入門講座　初級編① 9:30

8 日㈮ エクセル入門講座　初級編② 9:30

12 日㈫ 仕事に役立つワード・エクセルビジネス活用① 19:00

15 日㈮ エクセル入門講座　初級編③ 9:30

19 日㈫ 仕事に役立つワード・エクセルビジネス活用② 19:00

22 日㈮ エクセル入門講座　初級編④ 9:30

26 日㈫ 仕事に役立つワード・エクセルビジネス活用③ 19:00

毎週㈭ パソコン相談室 9:30

7 日㈭ おもちゃ図書館（3歳児まで利用可） 10:00

9 日㈯ ふれあいイベント：演歌みち 12:30

おもちゃ図書館 13:00

10 日㈰ ふれあいイベント：野間カラオケ同好会 12:30

14 日㈭ おもちゃ図書館 10:00

16 日㈯ ふれあいイベント：旭台カラオケクラブ 12:30

17 日㈰ ふれあいイベント：新舞踊翼流 12:30

21 日㈭ おもちゃ図書館（3歳児まで利用可） 10:00

23 日㈯ ふれあいイベント：舞踊宗家西川流 12:30

おもちゃ図書館 13:00

24 日㈰ ふれあいイベント：華みさ子音楽事務所 12:30

28 日㈭ おもちゃ図書館 10:00

30 日㈯ ふれあいイベント：新舞踊末広流 12:30

いこいの里 ☎ 283-2940

岡垣サンリーアイ ☎ 282-1515

３月29日㈫
～５日㈫ カルチャーフェスタ：版画小品展 9:00

３日㈰ おはなし会 14:30

８日㈮ いちご畑のコンサート「森ん子の会（大正琴）」 18:30

９日㈯ おはなし会 14:30

カンタービレサロンコンサートVol.20
「小さくても豊かな空間で」 19:00

10 日㈰ おはなし会 14:30

15 日㈮ いちご畑のコンサート
「シルバーハーモニカ同好会（ハーモニカ独奏）」 18:30

17 日㈰ おはなし会 14:30

23 日㈯ おはなし会 14:30

いちご塾文化講演会「姜尚中（政治学者）」 18:15

24 日㈰ 第59回全国大会予選
第36回福岡県空手道選手権大会 9:00

サンリーアイ図書館「子ども読書の日」折り紙教室 10:00

おはなし会 14:30

町立公民館 東部　☎ 282-0035
中央　☎ 282-0162
西部　☎ 281-5006

　現在、来年度に催す講座に向けて準備中です。詳しくは広報
おかがき４月10日号に折り込む募集チラシを見てください。

▲成人講座ゆうま（男性料理コース）
※４日㈪・18日㈪は休館日

人の動き
２月末
32,340 人 (－ 16人）

男　性……15,287 人（－ 6人）
女　性……17,053 人（－ 10人）
世帯数……13,537 世帯（＋ 12世帯）

納
期

○保育所保育料４月分�……４月２8日㈭（延長保育は３月分）

○町営住宅家賃４月分�…………………………… ５月２日㈪

２月　岡垣町から出た
ご
み

１月　８件
死亡０人・重傷０人・軽傷９人

燃えるごみ　568.6t
・前年同月比� － 3.2t
・１人当たり� 17.6kg

資源ごみ　　41.6t
・前年同月比� +0.3t
・１人当たり� 1.3kg

人身
事故

出生 23人・死亡 31人・転入 68人・転出 76人
※（　）は前月との比較

救急 ２月
出場138件・搬送136件 火災 ２月

出火０件・り災０件
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編
集
後
記

▼
毎
年
３
月
25
日
号
に
掲
載
し

て
い
る
、
遠
賀
・
中
間
１
市
４

町
の
合
同
企
画
。
今
回
は
、
中

間
市
の
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ

室
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
に
ち
な
み
、当
時
の
遠
賀
・

中
間
地
域
の
発
展
を
支
え
た
石

炭
産
業
に
注
目
し
ま
し
た
。　

　

今
回
の
特
集
記
事
を
作
成
す

る
中
で
、
歴
史
を
ひ
も
解
く
楽

し
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。
鉄
道

が
海
岸
線
に
引
か
れ
て
い
た

ら
、
岡
垣
町
は
ど
ん
な
街
並
み

に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
想
像

す
る
だ
け
で
わ
く
わ
く
し
ま
し

た
。
今
後
も
自
分
が
暮
ら
す
町

の
歴
史
を
少
し
ず
つ
勉
強
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。�（
篠
原
）

▼
先
日
、
小
中
学
校
の
卒
業
式

を
取
材
し
ま
し
た
。
卒
業
生
が

保
護
者
や
先
生
に
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
涙
な
が
ら
に
歌
う

姿
に
、
私
ま
で
涙
が
出
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
い
つ
の
時
代
も

別
れ
は
寂
し
い
も
の
で
す
が
、

小
中
学
校
で
の
思
い
出
を
胸

に
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
生
活

を
楽
し
く
、
元
気
に
過
ご
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。�（
三
藤
）

岡垣中学校
岡垣東中学校

卒業式

　今年は 340人の卒業生が、慣れ親しんだ学びやから巣立っていきました。
　式典の会場となった体育館や教室、校庭では、友人との別れを惜しんで
涙する姿や後輩たちに激励の言葉を掛けるたくましい姿が見られました。
　この日の思い出は、彼らの心の中に深く刻まれたことでしょう。


